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〔解　説〕
〔 泥水式推進工法の概要 〕　［Ⅰ−21〜33 P ］

　　泥水式推進工法は、カッタチャンバ内を（①泥水）で満たし、（②切羽）に作用する地山の（③
土圧）と（④地下水圧）に見合う圧力に（①泥水）の圧力を対抗させることにより、地山の崩
壊を防ぐ。（④地下水圧）の変動が激しい地山条件でも、（⑤送排泥ポンプ）の回転数を制御す
ることで調整し、（②切羽）の安定制御を確実に行える。

　　カッタで掘削された土砂は、カッタチャンバ内で（①泥水）と混合され、後続の推進管内に
設置された排泥管を通じて（⑥流体輸送）される。

　　泥水式掘進機のカッタヘッドの開口率は、崩壊性の高い地山では（⑦小さく）し、付着しや
すい粘性土では（⑧大きく）する。

　　その他の特徴として、（⑨泥水処理）プラントを設置するための用地が必要であり、（⑩騒音・
振動）対策が必要になる場合が多い。
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